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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立麻生総合高等学校長  

令和３年度 学校評価報告書（実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 22日実施） 

総合評価（３月 30日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①教科等横断的
な視点に立ち、
確かな学力と生
きる力を育む教
育課程を編成す
る。 
② 教 育 の 情 報
化、ICT を活用
した教授法の研
究に組織的に取
り組み、授業力
向 上 を 推 進 す
る。 

①新教育課程に
即した形での年
間指導計画を整
備し、円滑な移
行が行えるよう
準備を行う。 
②主体的・対話
的で深い学びの
実現に向けて、
ICT を活用する
とともに指導と
評価の改善に向
け組織的な授業
改 善 に 取 り 組
む。 

①新教育課程に関
する外部情報を収
集し、生徒一人ひ
とりの進路実現に
向けての科目の設
定・整備を行う。 
②授業改善アクシ
ョンプランを作
成、検証し、改善
策を常時検討す
る。ICT、ルーブ
リックを活用した
授業改善ワークシ
ョップ、授業改善
研修会を実施し、
授業力向上をはか
る。 
 

①生徒一人ひと
りの進路実現に
向けて、カリキ
ュラムマネジメ
ントの視点も踏
まえ、わかりや
すい形での科目
設定・整備を行
えたか。 
②授業改善アク
ションプランの
策定や、ICT、ル
ーブリックを活
用した授業改善
研修会を行った
結果、生徒の主
体的な学びが促
進されたか。 
 

①新教育課程にお
ける学校設定科目
について、科目名
や内容などを教育
委員会との協議を
踏まえて設定し開
講準備を行った。  
②ルーブリックを
活用した指導と評
価の一体化に係る
授業改善ワークシ
ョップを夏季休業
中に実施し、指導
と評価の改善、来
年度以降の方針に
ついて議論を深め
る こ と が で き
た。  
②オンライン学習
による学習効果を
高めるために、オ
ンラインＰＴでの
検討を元に、授業
パターンや必要な
資料を作成し、構
成内容等の共通化
を図った。  

①文部科学省の方
針に基づき、専門
教科科目の扱いな
どの議論を深め、
総合学科である本
校の特色を体現す
る 授 業 展 開 に 向
け、指導・評価の
改善、一体化につ
いても準備を行っ
ている。  
②11 月に開催した
授業改善研修会に
おいて各教科から
出された課題と方
向性を踏まえ、カ
リキュラムマネジ
メントを推進し、
指導評価の一体化
の実現に向けた実
践を進める。  

①4 月から指導要録への
記載が求められる観点別
学習状況による評価を行
うための校内研修の充実
が伺えた。特に公開授業
や授業の相互観察によっ
て、教科を越えたヒント
がある。一方で、「教科
の特質」に迫るための学
びの改善や ICT 活用かと
思いますので、さらに検
討を進めて欲しい。 
②学んでいる生徒が VUCA
の時代を生き抜くために
必要な力を身に付けるこ
とができる教育課程や学
習指導が重要になるかと
思います。授業改善ワー
クショップや日々の蓄積
で得られた改善点につい
てスピード感をもって対
処していただきたい。 

① 昨年度編成した新教育課程の実 
施に向け、年間指導計画を作成し
円滑に新教育課程に移行できるよ
う準備を進めた。 
② 昨年度同様、各教科で授業改善 
に向け、授業改善アクションプラ
ンを作成、検証し、次年度に向け
た改善策を検討した。ルーブリッ
クを活用した授業改善ワークショ
ップ、授業改善研修会を計画的に
実施し、各教科で工夫した授業・
評価の方法を学校全体で共有し
た。 
②令和４年度以降の１人１台端末 
を見据え、昨年度以上に ICT機器を 
多くの授業で活用した。授業パタ 
ーンや必要な資料と構成内容等の 
共通化を図り、オンラインを通じ 
ての探究的学習とその評価方法に 
ついて学校全体で議論を進めるこ 
とができた。 

① 令和４年度教育課程の授業 
概要をホームページに掲載し、
新教育課程への円滑な移行を進
め、そのうえで生じた課題を整
理していく。 
① キャリアパスポートの作成 
を計画的に行えるよう、定期的 
に時間設定し、生徒の様々な活 
動を記録し蓄積を図り、その活
用の方法を議論する。 
② 新学習指導要領の考え方の 
もとで単元設計を行うととも
に、ルーブリック等を活用した
指導と評価の一体化に向けた授
業改善研修会を今後も計画的に
行う。 
②ICT 機器を活用した授業設計 
および学習課題の提示に各教科 
で取り組み、研修の機会を充実 
させる。またその効果の検証も 
併せて行う。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒と保護者
が安心できる学
校環境を整備し
たうえで、生徒
一人一人に満足
感と自己肯定感
を醸成する取組
を推進する。 
②「いのちの尊
重 に 関 す る 教
育 」 を 充 実 さ
せ、社会性・自
主性を育む取組
みを推進する。 

①生徒が安心し
て学校生活を送
れるよう生徒の
実態把握を行う
とともに、基本
的生活習慣の確
立を図る。 
①生徒が健全な
学校生活を営む
ことができるよ
う制服について
検討する。 
②「いのちの尊
重 に 関 す る 教
育」について自
己肯定感を高め
るとともに、他
者理解につなが
る取組を行う。 
②部活動・委員
会活動に参加す
る生徒の満足度
向上を図る。部
活動加入率を高
め積極的に活動
する生徒を増や
す。 
②ＳＣ、ＳＳＷ
と連携し、安全
安心な学校づく
りのためより効
果的な生徒支援
体 制 を 構 築 す
る。 

①面談、立ち番、
巡回指導等を継続
する。また情報共
有し、学校全体で
指導・支援を行
う。 
①制服に関するア
ンケートを行い、
実態把握を行う。 
②面談、いじめア
ンケートを活用
し、生徒の実態把
握に努め、組織的
に指導・支援の充
実を図る。 
②部活動・委員会
に教職員が積極的
に生徒と共に活動
し、生徒たちの満
足度を高めてい
く。生徒への声掛
け等により部活動
加入率を高め、積
極的に活動する生
徒を増やしてい
く。 
②悩みや心の問題
を抱える生徒の情
報を早い段階で組
織的に共有し学校
全体で支援する体
制を構築させる。 

①指導・支援の
結果、遅刻数、
特別指導数が減
少したか。 
①制服の見直し
ができたか。 
②生徒の問題行
動に対し、早期
解決に向け、組
織的に対応でき
たか。 
②部活動・委員
会に教職員が積
極的に参加する
こ と が で き た
か。また、部活
動 加 入 率 を 高
め、積極的に活
動する生徒を増
やすことができ
たか。 
②生徒からの相
談に対して素早
く組織的に情報
を共有し、学校
全体で支援する
体制を整えるこ
とができたか。 

① 日頃から声掛 
け情報共 有を行
い、全体で指導支
援を行った。  
① 制服アンケート 
を実施し、生徒の意
見を踏まえ、規定を
変更した。  
② 面談等を活用 
し、生徒の実態把
握に努め、保護者
とも連携 を密に
し、問題行動に対
し早期対応を心掛
けた。年間を通し
て、遅刻数や特別
指導数はわずかな
がら減少した。  
② 分散登校等で 
例年に比べ、部活
動・委員会の活動
の時間が少なくな
ってしまったが、
教職員が積極的に
生徒と共 に活動
し、生徒達の満足
度を高めた。  
② 教育相談コー 
ディネーター会議
を週１回程度実施
した。頻度を高め
ることにより生徒
の情報共有を円滑
に進めることがで
きた。また、夏季
休業最終週に全生
徒に電話面談を行
い学校再開への準
備を行った。  

①生徒が安心して
学校生活を送るこ
とができるよう、
面談、立ち番、巡
回指導を継続し、
生徒の実態把握に
努め、保護者と連
携しながら指導支
援を行う。  
①生徒が健全な学
校生活を営み、充
実した学校生活を
送れるよう引き続
き校則の見直しを
行っていく。  
②年度当初に、ＬＨ
Ｒや年次集会等で学
校生活のルールを周
知・確認するととも
に、基本的な生活習
慣の確立を図り、問
題行動等を未然に防
止するための指導支
援を行う。  
②新型コロナウイ
ルス感染症拡拡大
の影響の可能性も
あるが、部活動加
入率が 35％と低迷
しているので、積
極的に生徒へ声掛
けを行い、部活動
の活性化を図る。  
②コーディネータ
ー会議の頻度が高
まったことにより
メンバー内の情報
共有は円滑になっ

①新型コロナ感染症の影
響から、個別支援の必要
性が高まっている状況が
続いている。特に、基本
的生活習慣の確立でも、
自宅や個別での学習機会
が増えると、様々な面で
同年代との交流機会の減
少によって、コミュニケ
ーション力の向上する機
会の減少が懸念される。
引き続き、落ち着くま
で、通常の状況よりさら
に手厚い配慮をお願いし
たい。 
②新型コロナウイルス感
染拡大防止の観点から、
通常授業から学校行事・
部活動にいたるまで、
様々な制限がある中での
活動となっている。その
中で過ごしている生徒た
ちは、モチベーション低
下などの影響がある。生
徒が社会的に孤立しない
ような支援が重要な取り
組みになるかと思う。 

①今年度も分散登校、時差登校と 
生徒にとって生活リズムを作りに
くい環境であったが、面談、立ち
番、巡回指導を継続的に行い、生
徒への関係性を深める取り組み、
情報共有を行った結果、遅刻数、
特別指導も減少傾向にあった。 
①面談、アンケート等を活用し、
生徒との関係性を深めるととも
に、生徒の実態把握に努め、基本
的生活習慣の確立を図るような丁
寧な指導・支援の取組を引き続き
行う必要がある。 
① 生徒が健全な学校生活を営む 
ことができるよう、引き続き校則
の見直しを行っていく必要があ
る。 
②部活動・委員会で様々な制限が
あったが、教職員が積極的に生徒
と共に活動する等、生徒モチベー
ションを低下させないよう活動し
た。行事についても感染症対策や
その時にできる最善のことを考
え、工夫する中で生徒達の活躍の
場、自己実現の場を提供した。 

① 年度当初に、年次集会等を 
活用し学校生活のルールを改め
周知する。また、個人面談、ア
ンケート・立ち番・巡回指導等
を通じて実態把握に努めるとと
もに、生徒との関係性を深め、
丁寧な指導・支援を行ってい
く。 
① 特別指導・遅刻の減少につ 
なげるよう、年間を通じて面
談、立ち番、巡回指導等を行っ
ていく。 
①生徒が健全な学校生活を営 
み、充実した学校生活を送るこ 
とができるような校則であるか 
を検討していく。 
② 部活動・委員会活動・行事 
について、様々な制限が長期間
続いている中で、生徒のモチベ
ーションを低下させないことを
第一として、今後も感染症対策
を施しながら工夫し、生徒の活
躍の場と自己実現の場を提供し
ていく。 
②今年度、教育相談体制を充 
実させてきたが、今後はコーデ 
ィネーター会議のメンバーだけ 
でなく、学校全体での更なる効 
果的な支援体制を構築し、安全 
安心な学校づくりを実現する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（２月 22日実施） 

総合評価（３月 30日実施） 
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たが、今後は全体
での共有を図る。 

３ 進路指導・支援 

①新入試制度や
経済状況の変化
に対応した進路
指導を充実させ
る。 
②多様な進路希
望の実現により
自己肯定感を育
み、社会的・職
業的に自立でき
る人間を育成す
る。 

①生徒一人ひと
りのニーズに対
応した進路支援
を行うため、ガ
イダンス科目を
利用した進路支
援と、進学や就
職のより丁寧な
指導・支援を行
う。 
②外部機関や地
域と積極的な連
携を図る。 
②ニーズに応じ
た多面的観点か
らの職業理解を
進め、生徒が自
らの個性を肯定
的に捉えられる
ような適性理解
を支援する。 

①就職希望の生徒
には今まで通りチ
ューター制を行う
だけでなく、進学
希望の生徒にも
「相談員」を設置
し支援体制の充実
を図る 
②直接対面のほか
にオンラインを併
用して外部機関や
地域と学校をつな
ぎ、実社会につい
て学ぶ機会を設け
る。 
②キャリアパスポ
ートを活用し多面
的観点からの３年
間の進路支援体制
を検討する。 

①就職希望者の
進路実現の達成
度が 90％以上で
あ っ た か 。 ま
た、進学の生徒
に対しても計画
的に支援ができ
たか。 
②学校外の職業
人と接する機会
を 設 け ら れ た
か。 
②キャリアパス
ポートを利用し
た学びの蓄積の
可視化に取り組
むことができた
か。 

①就職希望者、進
学希望者ともそれ
ぞれの生徒に「相
談員」を置いて、
書類作成や面接等
で全校的に指導支
援する体制を取り
入れられた。 
②各年次ともガイ
ダンス科目の授業
において、外部講
師による講演や説
明会を行い、実社
会についての認識
を深める機会を設
けた。 
②キャリアパスポ
ート記入の時間を
定期的に設け、学
びの蓄積 に努め
た。 

①就職希望者の 1
月末時点での内定
率は 72％であり、
引き続き全希望者
の進路実現に向け
計画的支援を継続
する。また、進路
変更により、新た
に就職を希望する
生徒には、卒業後
も支援できる体制
をつくる。 
②ガイダンス科目
だけでなく、他教
科の授業や学校行
事などでも生徒が
実社会と主体的に
かかわれるような
計画を立てる。 
② 中学校と高等 
学校での学びの蓄
積 の 可 視 化 に 向
け、キャリアパス
ポート活用の基礎
的な取り組みを進
める。 

①就職を希望している生
徒が、確実に就職できる
よう引き続きの支援をお
願いしたい。卒業後に進
路相談できる体制作りは
良い取り組みであるだと
思うが、その仕組みを利
用する生徒への周知の検
討が重要になる。 
②様々な形で、進路を考
える機会が 3 年間の中で
段階的に配置されるとよ
い。カリキュラム・マネ
ジメントの視点からの年
間指導計画や教科間のつ
ながりなどの俯瞰の機会
があるとよい。 
②高校進学の地域性が多
様なので、共有が難しい
が、クラウド等の有効活
用を検討できるとよい。 

①就職希望の生徒の内定率は３月
末現在 97％になった。ハローワー
クと連携を取り今後も支援してい
く必要がある。また、「相談員」
制度を取り入れある程度の成果が
あったが担任業務との連携が必要
である。 
②ガイダンス科目の授業に外部講
師による講演等を行うことができ
た。通信機器の整備とともに、安
定した運用態勢を整える必要があ
る。 
②生徒が自身の学校生活を振り返 
る教材やキャリアパスポートを活 
用し、学びの蓄積を可視化した。 
３年間を通した取り組みとする必 
要がある。 
②課題研究発表会は、一部オンライ 
ン視聴とし、学校関係者には録画を視
聴できる機会を設けた。今後さらに本
校の教育活動に触れる機会が必要。 

①生徒一人ひとりのニーズに対
応した進路支援を実現するた
め、「相談員制度」の改善を行
い、職員の協力が得やすい体制
を構築する。 
①就職希望の生徒で卒業までに
進路が決まらなかった生徒への
支援体制を検討していく。 
②キャリアパスポートは定期的 
な記入の機会を設定し、３年間 
を通した学びの蓄積の可視化に 
取り組む。 
②今後もオンラインのよさを生 
かし、外部機関や地域、学校関 
係者と積極的な連携を図る。 

４ 地域等との協働 

①地域社会との
交流を深め、協
働 態 勢 を 構 築
し、信頼される
学校づくりを進
める。 
②社会に開かれ
た教育課程の実
現を目指す。 

①生徒主体の、
目に見える地域
交流活動を進め
る。 
 
②地域や社会の
教育力を積極的
に取り入れ、連
携及び協働によ
る 学 び を 進 め
る。 

①ボランティア委
員会や部活動を中
心とした地域清掃
や施設訪問を行
う。 
②コンソーシアム
等を活用し、企業
や地域と連携した
課題解決型の授業
を行う。 

①ボランティア
委員会や部活動
を中心とした生
徒たちが自発的
に地域交流に参
加したか。 
②外部と連携し
た授業実践回数
を増やし、成果
を外部発信でき
たか。 

①ボランティア委
員会による古着回
収を行い、地域の
福祉施設と交流し
た。部活動単位の
地域清掃等の取組
みを進めた。 
②コンソーシアム
に新規登録された
事業者との課題解
決学習を 11月に実
施した。 

①ボランティア活
動を文化祭などの
学校行事と関連づ
け て 実 施 す る な
ど、全生徒と保護
者が積極的にかか
われる活動形態を
考える。 
②地域芸術祭アル
テリッカや、麻生
区地域振興課等と
の連携に継続して
取り組む。 

①現在の社会状況が流行
と沈静化を繰り返す中で
難しいが、オンラインに
よるボランティアや地域
行事の参加などの工夫も
今後必要である。 
② コンソーシアムの仕 
組みを活用し、企業や上
級学校との連携授業など
増やし、総合学科ならで
はの学びにつなげていく
と良い。 

①今年度も限られた場となった 
が、地域交流やボランティア活動 
を実施した。活動の場を更に広げ 
るとともに、オンラインや学校行 
事と組み合わせた活動を考える必 
要がある。 
②コンソーシアム連携である日本 
政策金融公庫の協力を仰ぎ、課題
解決型の授業を行うことができ
た。 

① オンラインを利用した地域 
貢献活動、ボランティア活動の
形を支援する。 
②今後もコンソーシアムや高大
連携を活用し、必要に応じてオ 
ンラインを活用しながら、社会
と連携・協働し、思考力・判断
力・表現力等の育成、学びに向
かう力・人間性等の涵養に向
け、課題解決型の連携授業を継
続して行う。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①教職員一人ひ
とりが、不祥事
を自らのことと
認識し、生徒・
保護者等から信
頼される学校運
営を行うととも
に、教員の働き
方改革を推進す
る。 
②生徒の安心安
全な生活を守る
ため、災害対応
力及び環境への
意識を高める。 

①研修会等によ
り不祥事防止の
職員意識を一層
高め、不祥事ゼ
ロをめざす。 
①長時間勤務の
是正へ職員の意
識を高め行動に
繋げる。 
②生徒の安心安
全な生活を守る
ために、防災や
環境問題への意
識を高める教育
をする。 

①不祥事防止研修
を時宜に応じ実施
し必要情報を共有
し実効的に意識を
高める。 
①ノー残業デーや
文書整理日を活用
し業務の効率化を
一層図る。 
②DIG やその他実
践的な防災訓練を
行い、防災への意
識を高める。 
②清掃などの身近
な活動を通して環
境に対する意識を
高める。 

①不祥事防止研
修を行い適切な
情報提供のもと
職員意識を高め
られたか。 
①ノー残業デー
を軸に、文書整
理日の活用等で
業務の効率化が
図れたか。 
②生徒の防災へ
の意識は高まっ
たか。 
②生徒の環境問
題への意識は高
まったか。 

①動画を用いた県
のプログラム等も
生かした効果的な
不祥事防止研修を
行った。 
①ノー残業デーが
必ずしも十分機能
しなかった。 
②生徒への DIG 研
修や喫食訓練、ま
た机上訓練にはな
ったが防災避難訓
練も実施すること
が出来た。  
②日常の清掃に加
えて、定期テスト
前には月例清掃も
行い、校内環境を
良くすることが出
来た。  

①不祥事防止会議
の位置づけを整理
したことを生かし
より組織的計画的
な研修等を行う。 
①職員それぞれが率
先し働き方改革を図
れるよう、具体的な
取組が必要である。 
②様々な訓練によ
って生徒の防災に
関しての意識を高
め る こ と が 出 来
た。次年度もより
意識を高められる
ような訓練を検討
する。  
②校内環境について
生徒の意識を高める
ことが出来た。次年
度もさらに校内環境
をよくすることを検
討する。  

①不祥事防止は、県の必
須かと思いますが、ポジ
ティブになれるようなア
プローチの機会も含め
て、教師としてのプライ
ド、地域の期待などを実
感できることも大切かと
思う。 
① 設置したノー残業デ 
ーが十分に機能しなかっ
た要因を分析し、次年
度、実効性のある制度に
なることが大切かと思
う。 
② 近年の線上降雨帯な 
どの気象の変化や関東直
下型地震への対策など引
き続き高い危機意識での
準備を続けていただける
とよい。 

①不祥事防止研修会等を 22 回実 
施、外部講師も活用し不祥事防止 
の職員意識を高めた。 
① 教員の働き方改革の推進へ、ノ 
ー残業デー・学校閉庁日の設定、 
時間外勤務時間の管理を組織的に
実施し長時間勤務是正への職員の
意識を高めた。 
②机上訓練にはなったが、防災避 
難訓練を行い、また DIG研修に加 
えて喫食訓練も行うことができ、 
生徒の防災に対する意識を高める 
ことができた。 
② 日常の清掃や月例清掃を行う 
ことにより、生徒の環境意識がさ
らに高まった。 

① 県民に信頼される学校づく 
りのために、不祥事防止には今 
後も取り組み、職員の当事者意 
識を高める。 
① 教員の働き方改革は、長時 
間勤務是正に留まらず、仕事に
対するやりがいやメンタルヘル
スにも焦点を当てながら進め
る。 
② コロナ禍での防災訓練がま 
だ続いていく可能性が高いが、
より実践的な防災訓練を検討し
ていく。 
②身近な清掃活動を通して生 
徒の環境への意識をさらに高め
ていく。 

 


